
夏の感染再拡大を防ぐために

1

・現在、東京都などで感染が再び拡大傾向

・デルタ株等（※）の
全国への拡大が危惧
※インドで最初に検出された変異株。
従来よりも感染力が強いと言われている。

⇒県内でも既に４件確認

 「緊急事態宣言」等の対象地域への不要不急の
移動は引き続き自粛をお願いします。
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緊急事態宣言 …東京都、沖縄県
まん延防止等重点措置…埼玉県、千葉県、神奈川県、大阪府
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【来県（帰省、旅行等）を検討されている皆さまへ】
 来県の２週間前から、感染リスクが高まる「５つ
の場面」を回避するなどご自身が感染しないよう
特に注意

 発熱や風邪などの症状がある場合は移動を控える

 特に感染が拡大している地域にお住まいの方は、
ご自身や同行者が感染している可能性も踏まえ、

慎重に検討
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【事業者の皆さまへ】
県外出張時の感染が疑われ、帰県後、職場や家庭内で感
染が拡がる事例が見られます。

 特に感染拡大地域への出張は、リモート対応等で代替できな
いか検討（県外の本社・支社や取引先からの出張受入れも同様）

 出張中の感染リスクを最小限とするため、①会食や「三密」
は避け、②手洗や手指消毒、適切なマスク着用を徹底

 出張後２週間は、①体温チェック等の健康管理、②会議や会
食、在宅時の感染防止対策を特に徹底
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マスクは鼻にしっかりフィットさせて着用

三密（密閉・密集・密接）のいずれも避ける

体調不良時には出勤・登校せず、必要に応
じ速やかに医療機関を受診

ワクチン接種後も引き続き、マスクの着用
を徹底し、大人数の飲み会は控える -4-

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策分科会「変異株が出現した今、求められる行動様式に関する提言(R3.6.16)」より
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県民の皆さまへ

5

夏の感染再拡大を防ぐため、

うつさない、うつらない

行動の徹底

をお願いします。
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